
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
管
理
計
画
の
認
定
の
更
新
の
申
請
）

（
管
理
計
画
の
認
定
の
更
新
の
申
請
）

第
一
条
の
十
三

認
定
管
理
者
等
は
、
法
第
五
条
の
十
六
第
一
項
の
認
定
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

認
定
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
前
六
月
以
内
に
、別
記
様
式
第
一
号
の
三
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、

そ
れ
ぞ
れ
添
付
書
類
を
添
え
て
、
計
画
作
成
都
道
府
県
知
事
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
の
十
三

認
定
管
理
者
等
は
、
法
第
五
条
の
十
六
第
一
項
の
認
定
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

別
記
様
式
第
一
号
の
三
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
添
付
書
類
を
添
え
て
、
計
画
作
成
都

道
府
県
知
事
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分

に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
海
技
免
許
の
申
請
）

（
海
技
免
許
の
申
請
）

第
三
条

海
技
免
許
を
申
請
す
る
者
は
、第
二
号
様
式
に
よ
る
海
技
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

最
寄
り
の
地
方
運
輸
局
又
は
そ
の
運
輸
支
局
若
し
く
は
海
事
事
務
所
（
以
下
「
地
方
運
輸
局
等
」
と
い
う
。）の

う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
経
由
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

海
技
免
許
を
申
請
す
る
者
は
、第
二
号
様
式
に
よ
る
海
技
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

最
寄
り
の
地
方
運
輸
局
又
は
そ
の
運
輸
支
局
若
し
く
は
海
事
事
務
所
（
以
下
「
地
方
運
輸
局
等
」
と
い
う
。）の

う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
経
由
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

二
級
海
技
士
（
航
海
）
若
し
く
は
二
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
又
は
こ
れ
ら
よ
り
下
級
の
資
格
に
つ
い

て
の
海
技
免
許
を
申
請
す
る
者
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
の
高
等
学
校

若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
、
海
上
保
安
大
学
校
の
特
修
科
、
海
員
学
校
の
本
科
若
し
く
は
専
修
科
、
独
立
行

政
法
人
海
員
学
校
の
本
科
若
し
く
は
専
修
科
又
は
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
の
海
技
士
教
育
科
海
技
課

程
の
本
科
、
専
修
科
若
し
く
は
航
海
専
科
若
し
く
は
海
技
士
教
育
科
海
技
専
攻
課
程
海
技
士
コ
ー
ス
（
五
級

航
海
専
修
）
を
卒
業
し
た
者
（
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ
て
は
国
立
研
究
開
発

法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
水
産
大
学
校
乗
船
実
習
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
者
に
、
海
上
保
安
大
学
校
の
特

修
科
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ
て
は
海
上
保
安
大
学
校
の
初
任
科
及
び
研
修
科
国
際
業
務
課
程
を
修
了
し
た
者

に
、
海
員
学
校
の
本
科
、
独
立
行
政
法
人
海
員
学
校
の
本
科
又
は
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
の
海
技
士

教
育
科
海
技
課
程
の
本
科
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ
て
は
海
員
学
校
の
乗
船
実
習
科
、
独
立
行
政
法
人
海
員
学

校
の
乗
船
実
習
科
又
は
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
の
海
技
士
教
育
科
海
技
課
程
の
乗
船
実
習
科
を
修
了

し
た
者
に
、
海
員
学
校
の
専
修
科
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ
て
は
平
成
六
年
以
後
に
卒
業
し
た
者
に
限
る
。
次

号
及
び
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
四
級
海
技
士
（
航
海
）
若
し
く
は
四
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資

格
又
は
こ
れ
ら
よ
り
下
級
の
資
格
に
つ
い
て
の
海
技
免
許
を
申
請
す
る
も
の
及
び
既
に
法
第
五
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
履
歴
限
定
が
解
除
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
有
す
る
乗
船
履
歴
（
海

二

二
級
海
技
士
（
航
海
）
若
し
く
は
二
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
又
は
こ
れ
ら
よ
り
下
級
の
資
格
に
つ
い

て
の
海
技
免
許
を
申
請
す
る
者
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
の
高
等
学
校

若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
、
海
上
保
安
大
学
校
の
特
修
科
、
海
員
学
校
の
本
科
若
し
く
は
専
修
科
、
独
立
行

政
法
人
海
員
学
校
の
本
科
若
し
く
は
専
修
科
又
は
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
海
技
士
教
育
科
海
技
課
程

の
本
科
、
専
修
科
若
し
く
は
航
海
専
科
を
卒
業
し
た
者
（
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

者
に
あ
つ
て
は
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
水
産
大
学
校
乗
船
実
習
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
者

に
、
海
上
保
安
大
学
校
の
特
修
科
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ
て
は
海
上
保
安
大
学
校
の
初
任
科
及
び
研
修
科
国

際
業
務
課
程
を
修
了
し
た
者
に
、
海
員
学
校
の
本
科
を
卒
業
し
た
者
、
独
立
行
政
法
人
海
員
学
校
の
本
科
を

卒
業
し
た
者
及
び
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
海
技
士
教
育
科
海
技
課
程
の
本
科
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ

て
は
海
員
学
校
の
乗
船
実
習
科
、
独
立
行
政
法
人
海
員
学
校
の
乗
船
実
習
科
又
は
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育

機
構
海
技
士
教
育
科
海
技
課
程
の
乗
船
実
習
科
を
修
了
し
た
者
に
、
海
員
学
校
の
専
修
科
を
卒
業
し
た
者
に

あ
つ
て
は
平
成
六
年
以
後
に
卒
業
し
た
者
に
限
る
。
次
号
及
び
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
四
級
海

技
士
（
航
海
）
若
し
く
は
四
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
又
は
こ
れ
ら
よ
り
下
級
の
資
格
に
つ
い
て
の
海
技

免
許
を
申
請
す
る
も
の
及
び
既
に
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
履
歴
限
定
が
解
除
さ
れ
て
い
る
者
を
除

く
。）に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
有
す
る
乗
船
履
歴
（
海
技
士
（
航
海
）に
係
る
海
技
免
許
に
あ
つ
て
は
船
長
、

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
五
号

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
五
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
六
号

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之


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